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3ＭTM スコッチカル TM グラフィックフィルム FGS-Ⅰの貼り付け方法 

 
定義 

本説明書は 3MTM スコッチカル TM グラフィックフィルム FGS-Ⅰ(以下フィルムと表記)の貼り付け方法に関し説明するも

のです。 

 
施工前に準備する道具・工具 

フィルムを施工する際に次のような道具および材料を準備して下さい。 

• 貼り付け道具(フェルトパット付き 3MTM プラスチックスキージー、軍手、リベットブラシ) 

• 貼り付け下地清掃道具(水、雑巾またはウエス、イソプロピルアルコール、ホウキ、ちりとり、掃除機、ポリ袋) 

• マスキングテープ、カッター、フィルムカット用作業板、ポリ袋(剥離紙等廃棄用)、ヘルメット、安全帯などを必要に

応じてご用意下さい。 

• 施工環境が低温の場合は、ヒートガン(推奨：温度 500℃まで加熱可能なもの)、ジェットヒーター、手袋(やけど防止

用)、電源ドラム、延長コード、発電機(交流定格出力 2.4kVA 以上を推奨)を必要に応じてご用意下さい。 

• 下地処理および調整が必要な場合*1 は、プライマー(3MTM プライマー DP900-N3 または EC1368NT)、刷毛、ペイ

ント用ローラーなどを必要に応じてご用意下さい。 

*1 本説明書の「項の施工に関する注意事項の」項目をご参照下さい。 

 

• 平面および緩やかな 2 次曲面へ施工が可能です。 

 

貼り付け時の環境温度条件 

• フィルムの貼り付けは、原則として貼り付け下地の温度が 10～38℃の環境下で行って下さい。 

• 貼り付け下地の温度が 10℃以下の場合は、ヒートガンやジェットヒーターなどで貼り付け下地の温度を 10℃以上に温

めてから貼り付け作業を行って下さい。 

• 貼り付け後もできる限り 10℃以上を保ち、接着力が向上するようにして下さい。 

 

貼り付け時の作業場所条件 

• ホコリや細かいチリが、貼り付け下地とフィルムの間に入りますと仕上がり表面に突起が生じる原因となりますので、

十分な清掃を行って下さい。 

• フィルムの裁断作業や保管等の場所を確保し、養生シートやフィルムカット用作業板等を敷いて、ホコリや汚れが付

かないようにして下さい。 

• フィルムの裁断は可能な限り事前に工場内等で行った後に運搬し、現場で貼り付け作業のみを行うことをお勧めいた

します。 
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保管／運搬 

• 鋭角に折り畳んだ場合、画像にダメージが発生することがあります。 

• 保証期間は一年間ですが、購入後はできるだけ早くご使用されることをお勧め致します。 

• 保管および運搬時にフィルムが折れ曲がったりしないようご注意ください。 

• FGS-Ⅰ(FGS400 と FGS901 のラミネート加工済み)の梱包および保管・運搬時は、径が 6 インチ以上の紙管やコアに

巻きつけて下さい。 

• また以下の条件で保管して下さい。 

➢ 開梱しない状態、または初期の包装状態。 

➢  直射日光のあたらない、温度 38℃ 以下、湿度 20～70%の屋内で、結露を避けて保管下さい。ロールを積み重ね

たり部分的な圧力がかかったり、重量物を載せることは避けて下さい。 

 

貼り付け下地について 

• 平面および緩やかな 2 次曲面に施工可能です。凹凸が大きい下地や 3 次曲面の下地には施工することが出来ません。 

ただし、緩やかな 2 次曲面への施工はプライマー※1を用いた下地処理が必要です。この場合、フィルムの剥離は出来

ません。 

• 使用用途において剥がさず長期間使用する場合、プライマー※1を用いて下地処理を行うことを推奨します。この場合、

フィルムの剥離は出来ません。 

• フィルムを施工する前に下記の確認それぞれ行い、施工下地へのフィルムの貼り付け適正を事前に必ずご確認くださ

い。 

・施工下地に対しフィルム貼り付け 5 分後の初期接着性が十分に得られていることを確認してください。 

・施工下地に実施工と同一のサイズもしくは 1m 角サイズのフィルムを施工し、1 週間以上経過後のフィルム 

外観に異常がないことを確認してください。 

• 施工可能な下地であっても、下地の状態(チョーキングや下地の吸水性等)により施工できない場合があります。 

• 各種下地に対する施工可否例を表 1 に示します。 

※1 使用するプライマーは 3M™ プライマー DP900N3 または 3M™ プライマー EC1368NT のいずれかとなり、貼り付

け下地の種類によってプライマーが異なります。詳しくは、下記別紙の使用説明書中の項目「適応下地」をご参照の上、

ご使用ください。 

－3M™ プライマー DP-900N3 使用説明書 

－3M™ プライマー EC-1368NT 使用説明書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

表 1. 各種下地に対する施工可否判断例 

   

 

※2施工可能な下地であっても、下地の状態(激しいチョーキングや下地の吸水性等)により施工できない場合があります。 

 
 
 
 
 
 
 

コンクリート

（凹凸が少ないもの）
施工可

塗装/クリア済みコンクリート

（凹凸が少ないもの）
施工可

焼付け塗装金属面 施工可

凸部分平滑金属スパンドレル 施工可

レンガ 施工不可

陶磁器タイル 施工不可

タイル状の石 施工不可

塗装済み波板 施工不可

リシン 施工不可

スタッコ 施工不可

表面にフッ素系処理のあるフィルム 施工不可

ガラス 施工不可

壁紙 施工不可

施工可能下地であっても大きな段差や目地があ

るもの
施工不可

貼り付け下地 代表的な下地 施工可否※2

コンクリート 凹凸が少ないもの 施工可

塗装/クリア済みコンクリート 凹凸が少ないもの 施工可

陶磁器タイル
タイル自体の凹凸が少ないもの

表面がザラザラではないもの
施工可

石タイル1 凹凸が大きいものは不可 施工不可

石タイル2 表面がザラザラしたものは不可 施工不可

石/レンガ
凹凸が少ないもの

表面がザラザラではないもの
施工可

スタッコやリシン 凹凸が大きいものは不可 施工不可

塩化ビニル樹脂系フィルム

(壁紙など)
凹凸が少ないもの 施工可

その他平滑下地 焼付け塗装金属面など 施工可

貼り付け下地 下地に関する特記事項 下地外観例 施工可否



 

 

• その他下記下地へは施工できません。 

下地種類                施工不可理由 

ポリエチレン(PE)    接着不足 

ポリプロピレン(PP)    接着不足 

銅、真鍮、スズ    粘着剤変質 

シリコンコーキング    接着不足、追従不足 

ゴム    ゴム成分移行による変色 

石油類※3が滞留する箇所    外観異常(膨潤、剥がれ等) 

常時 65℃以上の高温    耐候性低下、変色 

凹凸が大きな面    外観異常(浮き、剥がれ等) 

汚れ防止機能等機能が付与されているもの  接着不良 

※3ガソリン、軽油、灯油、アルコール類等も含む 

 

 

フィルムの貼り付け方法 

以下の手順にて貼り付け作業を行って下さい。 

1. 位置決め 

フィルムを貼り付ける位置をマスキングテープ等で印を付け、位置決めします。 

 

2. 貼り付け下地の表面清掃 

下地に付着した土砂、錆、油脂分等フィルムの接着力を低下させる物質を除去します。 

 

3. プライマー塗布による下地処理(緩やかな 2 次曲面への施工や剥がさず長期間使用する用途の場合) 

プライマーをマスキングテープで印を付けたフィルム貼り付け箇所へ塗布し手に付着しなくなるまで乾燥させます。 

なお、プライマーをフィルムサイズよりも大きいサイズで塗布した場合、フィルムからはみ出た部分のプライマーが

経時で変色する可能性があります。 

その他、プライマーに関する詳細な使用方法および使用上の注意事項等については、下記別紙の使用説明書をご参照

下さい。 

－3M™ プライマー DP-900N3 使用説明書 

－3M™ プライマー EC-1368NT 使用説明書 

 

4. 剥離紙(ライナー紙)の剥離 

フィルム裏面の剥離紙をフィルム上端部より約 10cm 程度剥離します。 

この時、フィルム側を折り曲げず、剥離紙側を折り曲げながら慎重に剥離して下さい。 

 

5. 下地へのフィルム貼り付けおよび圧着 

剥離紙を剥がした部分からフェルト付き 3MTM スキージー PA-1 や軍手等を使用し、十分な力（推奨荷重 3kg 以上）

を加えて、フィルムを下地に貼り付けおよび圧着を行います。 

その後、剥離紙を 30cm 程度ずつ順に剥がし、フィルムを引っ張る等のテンションをかけないよう下地へゆっくりフ

ィルム貼り付けおよび圧着を行います。 

[フィルム貼り付け時のポイント/注意事項] 

 圧着時は、フィルム中央から左右にかけて圧着し、貼り付け下地とフィルムの間に空気が溜まらないようにして

下さい。また、しっかりとフィルム全体を圧着してください。圧着が不十分な場合、経時でフィルムの膨れが生

じる可能性があります。 

 フィルム貼り付け時にフィルムをあおらないで下さい。フィルムをあおった時に、フィルムが折れ曲がったり・



 

 

伸びる等フィルムが変形することがあります。また、変形したフィルムを下地へ貼り付けた場合、経時でフィル

ムの浮きや剥がれ等の外観異常が生じる恐れがあります(写真 1)。また、何度も貼り剥がししないで下さい。 

 フィルムを引っ張るなどテンションを掛けた状態で下地へ貼り付けないようにして下さい。フィルムにテンショ

ンを掛けて貼り付けを行った場合、フィルムに元に戻ろうとする力が働きその結果、経時でフィルムの浮きや剥

がれ等の外観異常が生じる恐れがあります(写真 1)。 

 

写真 1. フィルムの浮きおよび剥がれ外観(赤枠内) 

 
 
 

以下のフィルム施工方法は、フィルム貼り付け時にテンションが掛かりますので避けてください(写真 2)。 

フィルム施工方法①：フィルムをロール状に丸め、順々に貼り付ける 

フィルム施工方法②：シワを伸ばすように片手でフィルムを抑えながら貼り付ける 

 
 
 
 
 
 
 
 

写真 2. 推奨しないフィルム施工方法(左：フィルム施工方法①、右：フィルム施工方法②) 

 
 

6. フィルム同士の繋ぎについて 

フィルム同士を繋げて施工する場合、フィルム端部を突き合わせて施工を行ってください。＊フィルム同士を重ね合

わせて施工することはできません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

免責事項／各種注意事項 

◼ 施工に関する注意事項 

• フィルムの外周にエッジシールを貼ってください。専用エッジシールテープ、3ＭTM スコッチカル TM ペイントフィ

ルム PF901AP の 20mm 幅をフィルム側と下地側それぞれに 10mm ずつ重なるように貼り付けます。 

• フィルムは施工しやすいサイズに面付することを推奨します。目安 1 ㎡以下程度（300mm×1500mm、600mm×

900mm など） 

• 凹凸が大きい下地や 3 次曲面に貼り付けは行わないで下さい。フィルムの浮きや剥がれ等の外観異常が生じる恐れ

があります。 

• 厚く硬いフィルムのため、しっかりとフィルム全面を圧着してください。圧着が不十分の場合、経時でフィルムに浮

きが生じる可能性があります。 

• 施工時にフィルムを伸ばさないでください。元に戻る力が働き、経時で剥がれや浮きが発生する可能性があります。 

• 貼り付け下地温度が 10℃未満の場合、十分な初期接着力が得られず剥がれが発生する恐れがあります。ヒートガン

やジェットヒーター等を用いて下地を温めた後、フィルムの施工を行ってください。 

• フィルムと下地の間の空気を中央から左右に押し出すように空気を抜いて下さい。また、フィルム端部は念入りに圧

着してください。 

• グラフィックスに傷が入る恐れがありますので、施工時に 3MTM スキージー PA-1 の角部をグラフィックスに当て

ないようにしてください。 

• 目地のある下地に施工する場合、フィルム端部が 2-3cm 程度目地から距離をとるようにフィルムを配置してくださ

い。 

• 目地のある下地に施工する場合、目地の箇所にフィルムを押し込んで圧着しないでください。押し込んだフィルムが

歪み、経時で浮きや剥がれが発生する恐れがあります。 

• 下地の目地が大きく、深い場合は３MTM スコッチカル TM ペイントフィルム CQ001 を捨て貼りし、その上からフィ

ルムを重ね貼りすることをお勧めします。なお、下地によっては３MTM スコッチカル TM ペイントフィルム CQ001

のフィルム段差が表面に見える可能性があります。 

• 3MTMスコッチカル TMペイントフィルム PF901AP と他社製品(フィルムやアルミ複合板など)を組み合わせて使用し

ないでください。他社製品と組み合わせて使用した場合、予期せぬ不具合が生じる恐れがあります。 

• 緩やかな 2 次曲面への施工や剥がさず長期間使用する場合は、フィルム施工前にプライマーを用いて下地処理を行う

ことを推奨します。なお、使用するプライマーは 3M™ プライマー DP900N3 または 3M™ プライマー EC1368NT

のいずれかとなり、貼り付け下地の種類によって異なります。 

詳しくは、下記別紙の使用説明書中の項目「適応下地」をご参照ください。 

－3M™ プライマー DP-900N3 使用説明書 

－3M™ プライマー EC-1368NT 使用説明書 

 

◼ 貼り付け下地に関する注意事項 

• 凹凸が大きい下地へフィルムを施工した場合、十分な接着力が得られず浮きや剥がれが発生する可能性があるため、

施工は避けてください。 

• 水の染み出しが激しい下地(例. コンクリートブロック等)に施工した場合、浮きや剥がれが生じる可能性があるため、

施工は避けてください。 

• 貼り付け下地の形状によっては、貼り付け後のフィルム外観が平滑とならない場合があります。 

• 著しく劣化している下地(脆い・激しいクラック等)への施工は避けてください。フィルムが短期間で剥離する恐れが

あります。 

• 貼り付け下地がチョーキングを有している場合、下地表面を清掃しチョーキングを除去してからフィルムの施工を行

ってください。表面清掃によってチョーキングが除去できない場合は、プライマー等で下地処理を行い、チョーキン

グを除去してからフィルムの施工を行ってください。 

• 結露し易い箇所は、十分な接着力が得られず浮きや剥がれが発生する恐れがあります。 



 

 

◼ 製品に関する注意事項 

• 本製品は約 5 年の耐候性(褪色・光沢変化等の色味変化)を有していますが、施工方法や使用環境により異なる場合が

あります。 

• 粘着剤の特性により施工直後は凹凸が目立ちやすい傾向にありますが、約１週間程度で目立ち難くなります。 

(ただし、貼り付け下地により異なります。) 

• FGS901 と FGS400 の組み合わせ以外のフィルムの組み合わせによる使用は、フィルムの剥がれや浮きの原因とな

りますので避けてください。 

• フィルムを折り曲げたり、伸ばしたりしないでください。フィルムが変形したり、クセとしてフィルムに残り、下地

へ貼り付けた後経時でフィルムの浮きや剥がれ等の外観異常が生じる可能性があります。 

• 一度掲示したものを再度掲示使用することは推奨しておりません。 

• 本製品は、防火認定を取得している製品ではありません。 

• 本製品はフィルム自体にコシがあるため、貼り付け下地や設置環境によってフィルムを剥離することが可能です。 

フィルム剥離作業時に手を切らないよう十分注意してください。 

• 恒久タイプの粘着材を使用しているため剥離時に下地へ糊残りや下地の破損・フィルム剥離痕が生じる可能性があ

ります。下地上に残留した粘着剤は、イソプロピルアルコール等で除去することが可能です。なお、プライマーを用

いて施工を行った場合、フィルム剥離および貼り付け下地の現状復帰は出来ません。本製品はフィルム自体にコシ

があるため、貼り付け下地や設置環境によってフィルムを剥離することが可能です。 

• いたずらなどでフィルムを故意に剥がされた場合、弊社では責任を負うことはできかねます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕様及び外観は、予告なく変更されることがありますのでご了承ください。本書に記載してある事項、技術上のデータ並びに推奨は、すべて当社の信頼している実験に基づ

いていますが、その正確性若しくは完全性について保証するものではありません。使用者は使用に先立って製品が自己の用途に適合するか否かを判断し、それに伴う危険と

責任のすべてを負うものとします。売主及び製造者の義務は、不良であることが証明された製品を取り替えることに限定され、それ以外の責任は負いません。法律によって

禁止されていない限り、当社は、逸失利益を含む（ただし、これに限定されるものではありません）、直接的、間接的、特殊、偶発または派生的ないかなる損失または損害

について使用者その他の方々に対する賠償責任を負わないものとします。本書に記載されていない事項若しくは推奨は、売主及び製造者の役員が署名した契約書によらない

限り、当社は責任を負いません。 

 

３M、スコッチカルは、3M社の商標です。 

 

 


